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インターバンクの声 （2015 年 6 月 5 日） 
 

昨晩、家路についた多くの東京勢が気にしていたのが、欧州債とりわけ独１

０年債利回りがどこまで上昇するのかや、東京の夕方に流れた原田日銀審議

委員の「過去の異常な円高はほとんど修正された」などと発言したインタビ

ュー報道が時間差を置いた海外で蒸し返されることがあるのかなどだった。

独１０年債利回りについては１％を超えて１．２０％あたりまで一気に上昇

するだろうとの無責任な見通しも飛び交っていたが、結果的には１％すら超

えず、利回り上昇に連動したユーロ高も欧州時間の序盤に限られてしまった。

原田発言の時間差を置いての影響も全くと言って良いほどなかったようで、

海外勢が発言内容を総合的に判断してのことだったのか、或いは、一番最近

になって任命された原田委員の知名度の低さによるものであったかも知れな

い。結局、米雇用統計の発表を翌日に控えた昨夜の海外市場は、序盤はいつ

も通りに米新規失業保険申請件数、IMF報告やギリシャ問題のヘッドラインへ

の反応が中心となり、後半は雇用統計を控えて調整モードに入る展開だった。

やはり相場が大きく動くきっかけとなる材料は、今晩の米雇用統計が主役と

なりそうだ。 
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